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科研概要

• 基盤研究B

– 研究課題 「日本に住む外国人に対する金融包摂の方策」

– 小区分 社会福祉学関連

– 研究期間 4年間（2021～2024年度）

• 研究費（直接経費）

– 総額13,100千円

– 2021年度（1年目）3,900千円

– 2022年度（2年目）3,900千円

– 2023年度（3年目）3,700千円

– 2024年度（4年目）1,600千円



今回の科研研究の趣旨

小関科研（2016－2018）
＊小関・佐藤・角崎・野田
◆ 日本における金融排除の実態調査
◆ 主に生活困窮者層を対象

佐藤科研（2018－2020）
＊佐藤・角崎・野田
◆家計相談支援におけるソーシャルワーク

角崎科研（2019－2022）
野田科研（2020－2023）
◆貸付制度と金融リテラシー・ケイパビリティ

今回の科研研究（2021－2024）

◆ 日本に住む外国人に焦点
◆ 家計管理・金融排除と社会的排
除の関連性を解明

吉中科研（2006－）
◆ DV被害者に対する支援
◆単身女性の貧困問題

https://www.akashi.co.jp/book/b525039.html
https://oisr-org.ws.hosei.ac.jp/oz/contents/?id=2-001-0000058


「福祉」と「金融」の架橋なるか？

• 福祉と金融は異分野（というか異次元の世界のイメージ）、学際的な研究が乏しい

• 社会保障・福祉・家計・金融サービスは、実生活では密接に関連し、相互に影響を
もたらしている

社会保障の
後退

社会サー
ビスの商品

化

家計管理の
困難

適切な金融サー
ビスや家計支援

の欠如

マネープロ
ブレム、家
計破綻

雇用の不安
定化

精神疾患等

母子世帯・障害者
世帯・外国人など
に固有の困難

➢ 「福祉」と「金融」の接点がど
こにあるのか

➢ 両者を結びつけることで何が
見えてくるのか

➢ 当事者にどのような利点があ
り、実践にどう役立つのか



日常生活を支える基礎的なインフラとしての金融サービス

基礎的な金融サービス
• 銀行口座 ・金融教育
• 預 金 ・クレジットカード
• 保 険
• 貸 付 など

社会サービス
• 医 療
• 住 居
• 教 育
• 介 護 など

自営業で経営が厳
しい

高金利の借り入れ・
各種料金の滞納

日本語能力の問題
で理解困難、事業会
計能力不足

支援が不十分

滞納により退学など
の影響

病気・ケガ・介護

失業・離職

貯蓄不足、家計能力
不足、保険未加入

多重債務・滞納・破産

借入不可、差押えな
ど

貧困・社会的排除と金融排除の相互作用



研究体制・研究課題・スケジュールのイメージ

母子生活支
援施設のほ
か、婦人保
護施設や、
地域の母子
世帯支援組
織も含まれ
るが、ス
ペースの都
合上省略



3課題の全体像

日本に住む外国人の金融排除の実態／金融包摂の方策

外国人労働者・留学生

受け入れ国
（日本）

送り出し国

（東南アジア、
ブラジルなど）

課題1 課題2

人の流れ
相互作用

外国人母子世帯

日本の状況 フランスの
先駆的事例

課題3

日本への示唆



課題1：国内の外国人労働者・留学生

国内の外国人労働者・留学生

困窮度の低い外国人労働者・留学生 困窮している外国人労働者・留学生

適切な金融
サービスにア
クセスできて
いるか、現状
と課題を調査

口座開設、海外送金、
住居探し、家賃保証、
就労あっせん、生活
相談の包括的提供で
効果を検証（3－4年
間追跡調査）

民間（市民団
体）による緊
急支援事業
の実績から、

困窮した外国
人の家計状
況と金融面の
課題を探る

社協・自治体
による公的貸
付の実績から、
困窮した外国
人の家計状
況と、公的貸
付制度の課
題を探る

担当 小関 担当 角崎

課題1A・1B 課題1C

協力機関：GTN・第一勧信

課題1D

協力機関：反貧
困ネットワーク

協力機関：社
協・自治体



課題2 送り出し国の課題

労働者・留学生の送り出し国における
金融リテラシー・ケイパビリティ面の課題と解決策

金融リテラシー、金融教育の現状把握

労働者・留学生が金融に関してどのような
価値観や行動パターンを持ち、金融に関す
る知識を有しているか、渡航前に金融教育

を受けているのかを調査

金融教育の試行

労働者・留学生に対して渡航前に金融
リテラシー教育を試行し、その効果を検

証する

担当 小関・野田 協力機関：かいはつマネジメント・コンサルティング(KMC)



課題3 国内の外国人母子世帯への支援

外国人母子世帯への支援

フランス視察

母子生活支援施設、母子世
帯支援組織、家計・家族問
題調停機関(UDAF: Union 

départementale des 

associations familiales) 等
を視察する

⇒フランスの先駆的な実践
事例から日本への示唆を得
る

担当 佐藤・吉中

国内の外国人母子世帯の調査

母子世帯支援施設・婦人
保護施設、母子世帯支援

組織での調査

外国人母子世帯の認識や抱
える困難／母子世帯に対す
る家計改善支援の取り組み
を調べる

母子世帯に対する金融教
育の試行

外国人母子世帯を対象に金
融教育教材を開発し、教育を
試行して、その有効性を検証
する

担当 佐藤・吉中 担当 野田

協力機関：全母協


